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声の広報をお届けしています　　　　　　　　　　　　　　　　　　
お知り合いの方でご希望の方がいらっしゃいましたら
谷戸図書館（�21－4545）・柳沢図書館（�６４－8240）へお問い合わせを
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基本計画は次の方針を踏まえ、事業をすすめていきます。

　新市建設計画は、平成１３年度から２２年度までの１０年間
における新しいまちづくりの指針を示した計画であり、
合併に伴う財政支援を受ける際の根拠となる重要な計画
です。
①　新市建設計画の位置付け
　新市建設計画の重要性を勘案し、この新市建設計画と
の整合性を図りながら、事業をすすめていきます。
②　新市建設計画の重点施策
　新市建設計画の重点施策については、引き続き事業の
推進を図るとともに、さらなる事業展開に向けた取り組
みをすすめていきます。
◆重点施策◆
○（仮称）合併記念公園の整備
○コミュニティバスの運行
○地域情報化の推進
○ひばりヶ丘駅周辺のまちづくりの推進

（４）新市建設計画の推進

　円滑かつ効率的な事業執行に向け、公共施設の有効活
用を前提に事業をすすめていきます。
①　公共施設の統合整備
　地域において重複する公共施設については、市域全体
のバランスを考慮し、統合整備していきます。
②　新たな施設の整備
　新たな施設整備については、公共施設の統合を前提と
して整備に努めるほか、現在ある公共施設の建替え・改
修や余剰公共施設の有効活用を図りながら事業をすすめ
ていきます。

（３）公共施設の有効活用

　財政の健全性を確保しつつ、まちづくりに対する市民
の期待に応えていくため、地方分権時代にふさわしい簡
素で効率的な行財政システムの確立や自立度を高めた持
続可能な財政構造への転換を積極的に図っていきます。
①　行財政改革の推進
　将来にわたり、健全で安定した行財政運営を確保し、
市民サービスの向上を推進するため、行財政改革を着実
に実行していきます。
②　自主財源の確保
　課税客体の正確な把握と市税徴収率の向上を図るとと
もに、使用料・手数料等の適正化による自主財源の確保
に努め、安定した財政基盤の確保を図っていきます。
③　特定財源の有効活用
　国や東京都の補助制度を有効に活用するとともに、地
方債の活用にあたっては後年度の財政負担に配慮しつ
つ、効果的な活用に努めていきます。
④　財政運営の適正化
　社会経済情勢や各種行財政制度の動向に対応した財政
運営を行うとともに、「最少の経費で最大の効果」が発揮
できるよう、市民ニーズに応じた財源の的確な配分に努
めていきます。
⑤　財政計画の作成
　事業の円滑かつ着実な推進を図るため、社会経済情勢
の推移を的確に捉え、財政計画を作成していきます。

（２）健全な財政運営

　市民と市との協働によるまちづくりを推進し、個性豊
かで活力ある地域社会を実現するため、市民参加と情報
公開の推進を図っていきます。
①市民参加
　市民が、まちづくりの主役として活躍できるよう、市
民参加をさらに発展させるとともに、市民の意向を的確
に反映させながら事業を推進していきます。
②情報公開
　市民参加を促進するとともに、個人情報等の情報資源
の保護に十分配慮しながら、情報公開と情報発信をすす
めていきます。

（１）市民参加と情報公開の推進


